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White Paper No.11 

4 象限高速バイポーラ電源とパルス電流の駆動 

1 はじめに 

ISO11452-8は磁界のイミュニティ試験に関する自動車産業の標準規格として広く利用されています。

周波数範囲 15Hz から 150kHz で、パワーアンプからコイルに正弦波電流が供給されています。 

ところが近年、500Hz で 30Ap 等のパルス波形での磁界テストが要求されるようになっています。こ

の要求に対しては、A1110-40-QE-100V の電流制御モードを使用することにより、便利にかつ確

実に解決することができます。 

 

2 電流モード（CC） 

図 1 は、誘導性負荷に対して最適化された補償ネットワークを備えた（White Paper No.5 コイルの

駆動を参照）、A1110-40-QE-100V（電流制御モード）の出力電流（青）の時間変化を示していま

す。負荷電流を急激に増加させるために、短時間の最大電圧（赤）が必要になります。次に、この最大

電圧は、インダクタンスの抵抗成分に応じて、電流が定常状態時に小さな電圧値に低下します。この例

では、おおよそ 100V から Uout_min = 32A*80mΩ = 2.56V に変化します。 

 

図 1：C1：Uin, Pulse 6.2Vpp/500Hz, C2：Umon, C3：Imon, current mode, Load = 80mΩ+90uH 
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この定常状態の間（ここでは約 1ms）、高い動作電圧と低い出力電圧の差により、パワーアンプでは

高い電力損失が発生しています。アンプは長期間安定して動作させるために適切に設計されていなけれ

ばなりません。 

 

図 2：C1：Uin, Pulse 6.2Vpp/500Hz, C2：Umon, C3：Imon, C4；+Ub, current mode 

A1110-40-QE-100V アンプを使用すれば、動作電圧レンジは自動的に出力電圧に応じて切り替わ

るため、この問題は最小限に抑えられます（White Paper No.1HUBERT4 象限高速バイポーラ電源

参照）。 

図 2 はこの関連性を示しています。Ub（C4:緑）はアンプの動作電圧（電圧レンジ）を示しており、

高い出力電圧が要求される間、動作電圧（緑、正の動作電圧+Ub のみ表示）は高電圧レンジに切り替え

られています。さらに時間が経過すると、+Ub は低電圧レンジに自動的に切り替えられます。 

この機能は、無効負荷において A1110-40-QE-100V の電力損失を最小限に抑え、固定の動作電圧

レンジしか搭載していないパワーアンプと比較して大幅に高い効率を実現します。 
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電圧アンプと電流アンプの比較のため、図 3 に A1110-40-QE-100V が電圧モードの際の電流カー

ブを示します。予想通り、要求されているパルス電流とはなっていません。 

 

図 3：C1：Uin, Pulse 1.2Vpp/500Hz, C2：Umon, C3：Imon；voltage mode 
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